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課題解決力 〇 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 1 12 14

創造力 〇 〇 ◎ ◎ 2 2 6
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※ 0「社会に開かれた教育課程」とは、「資質・能力」などに通底する、新学習指導要領において実現を目指す基本的な理念。社会と自校とのかかわりを捉え、社会とのつながりを考えた教育課程を編成して、共有・連携しながら教育を行う。

※１　日本社会や世界の現状について学ぶ研修を入れる

令和４年度 沼津工業高校 新学習指導要領対応 社会に開かれた教育課程編成表
第（２）学年　特別活動（　ホームルーム活動 ・ 生徒会活動 ・ 学校行事　）
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Ｏ
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基
本
を
磨
く

自己管理力

基本的な生活習慣が整っている

安心安全な行動ができる

工具･実験器具や私品の整理整頓をすることが
できる

ＩＮＰＵＴ力

授業や集会において、話をする人に注目し、よく
聴くことができる

幅広く入手した情報を、根拠を持って取捨選択し
ながら正しく理解し、活かすことができる

他者の価値観を尊重しつつ、他者と協働し一つ
のものを成し遂げることができる

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ

実
行
力

自分の掲げる目標を達するために主体的かつ計
画的に行動することができる

自分の考えをわかりやすく相手に伝えることがで
きる

客観的データや先行研究を踏まえ自らの理論を
筋道立てて構築することができる

創
製
力

複数の状況や資料から改善克服すべき課題を
設定することができる

解決のための仮説を立て、それを実証するため
に行動することができる

それまでなかったものをつくりだすために発想す
ることができる

総合評価 ：  ◎＝２点、○＝１点
※ 得点の高いものは、本校での重要特別活動。
※ 低いものは、削減対象  or 再構築検討必要。

 教科との往還 教科指導の中でも関連付ける ⇔ 特別活動の成果を教科指導に活かす

幅広い視野

を持ち実施

地域社会の現状を考慮した取組 沼津市（人口減少）

日本社会の現状を考慮した取組
成年年齢引き下げ、Society5.0
の社会

世界の現状を考慮した取組

沼工として

育成を目指す

資質・能力

健康維持と体力向上への高い意識

職業人倫理観

職業意識向上による学びへのﾓﾁﾍﾞｰｼｮﾝが高い

規範意識･人権感覚が醸成されている

Ｊ
Ｕ
Ｍ
Ｐ
 
Ｕ
Ｐ

関係業者と

連携して実施
関係業者と連携した取組

教育系業者、建設業協会、電
業協会、就職先企業

216

グローバル化の推進、世界全
体が知識基盤社会化

地域や社会教育

と連携して実施

※関係団体含む

地域の物的資源を活用した取組
東部中核都市、港湾、周辺企
業、義務教育学校

地域の人的資源を活用した取組
高度熟練技能者、義務教育
PTA

社会教育と連携した取組
ハローワーク、地域学校協働
本部、選挙管理委員会

関係団体と連携した取組 PTA、同窓会、後援会

地域への貢献を果たす取組
沼津市、義務教育学校、特別
支援学校
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